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調
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車

妓
用
経
済
ミ
勢
力
経
済
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
皐
博
士
高
田

新
地
租
の
不
公
平
ミ
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匡
正
・
・
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法
皐
博
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紳
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率
論
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・
・
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精
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汐
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剛

税
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U

ト

れ

れ

叫

H

I

リ
山
枝
問
申
博
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紳
戸

研

究

牧
穫
高
さ
米
債
之
の
関
係
・
・
・
・
・
・
・
経
由
主
主
人
木
芳
之
助

東
海
道
議
松
宿
に
閲
す
る
一
考
察
・
・
・
・
経
哲
学
士
大
山
敷
太
郎

江
口
幻
げ
の
工
業
立
地
理
論
に
就
て
・
・
・
経
済
事
士
菊
田
大
耶

米
の
は
時
時
醐
相
場
之
の
相
関
々
係
・
・
・
・
空
哲
学
士
谷
口
吉
彦

読

苑

グ
ラ
ス
の
工
業
費
蓮
階
段
読
・
・
・
・
・
・
経
哲
学
士
堀
江

費
用
概
念
考
察
の
出
資
貼
・
・
・
・
・
・
・
経
鴻
皐
士
熊
本

圃
勢
調
査
て
ふ
用
語
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
率
土
岡
崎

時

間

舘

跡

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題
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輔
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ア
U
F

フ
レ
ッ
ド

ヲェ

1
バ

1
の

工
業
立
地
理
論
に
Jコ

い
て

菊

太

耳R

田

で
序

言

生
産
土
地
理
論
後
遺
の
時
史
に
、
最
も

E
大
な
足
跡
む
却
し
た
も
り
と
し
て
は
、
前
に
チ
ュ

1
キ

γ
が
あ
り
、

後
に
骨
ノ
ェ

l
f
ー
が
居
る
。
チ
ュ

1
ネ
シ
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
嘗
て
そ
の
内
容
及
び
皐
問
的
意
義
の
概
略
を
述

ペ
だ
か
ら
、
本
稿
に
於
て
は
、
ヲ
ェ

1
バ

1
の
工
業
立
地
理
論
を
見
ゃ
う
と
思
ふ
。

黒
正
博
士
は
、
ク
ェ

l
バ

l
の
こ
の
理
論
を
評
し
て
‘
「
最
も
深
刻
且
つ
理
論
的
で
あ
り
」
、
「
そ
の
新
し
き
見

方
と
方
法
と
は
、
確
か
に
一
の
新
時
期
を
劃
し
た
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
、
述
べ
て
居
ら
れ

ι一
。
事
貫
ヲ

ェ
1
j
1
の
理
論
は
、
チ
ュ

1
ネ
シ
の
そ
れ
と
は
.
著
し
く
趣
を
異
に
す
る
。
ぞ
し
て
、
か
〉
る
相
蓮
を
来
し
た

の
は
、
チ
ュ

l
ネ
ン
が
農
業
立
地
の
説
明
を
目
ゴ
す
に
劃
し
、
ヲ
ェ

l
j
ー
が
工
業
立
地
を
取
扱
ふ
と
云
ふ
輩
な

る
劃
象
の
差
異
よ
り
も
、
寧
ろ
、
立
地
理
論
に
於
け
る
問
題
の
見
方
、
取
扱
方
の
差
異
に
基
づ
〈
。
然
ち
ぱ
、
か

〉
る
新
し
き
見
方
・
方
法
の
上
に
立
つ
ヲ
ェ

1
バ

1
の
理
論
は
、
如
何
な
る
性
質
の
理
論
で
あ
る
か
。
叉
生
産
立

地
理
論
費
蓮
の
歴
史
に
如
何
な
る
寄
輿
を
な
し
た
か
。
こ
れ
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

ア
ル
ヲ
レ
ッ
ド
・
ウ
エ

1
パ
ー
の
工
業
立
地
理
論
に
つ
い
で

第
三
十
三
血
管

第
一
蹴

一一ー

拙稿，チユーネ Y 回生産立地理論〈立命官官事叢、昭和六年一、二、四月盟主〉
黒E博士、工業分布論に闘する文献f経済論畿、第二十五巻一蹴一ー主頁〉
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ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
且

1
.ハ
I
D
工
業
立
地
理
論
に
ヲ
い
て

第
三
十
三
巻

第

競

ク
ェ

1
バ

1
の
理
論
は
、
未
完
成
の
主
著
=
c
z
-
-
号
=
ω
S
E
2・ニ
2

E
雪
印
豆
町
四
】
ヱ
町
と
、
金
曜
の
輪
廓
の
デ
ァ

に
よ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
る

と
、
彼
の
理
論
の
内
容
は
、
多
岐
に
一
旦
る
け
れ
ど
も
、
(
一
)
問
題
・
方
法
を
取
扱
ふ
序
論
、
(
二
)
各
個
の
工
業
生

産
過
程
の
指
向
理
論
、
(
三
)
相
互
に
連
開
す
る
二
個
以
上
の
生
産
過
程
の
指
向
理
論
、
(
四
)
工
業
生
産
指
向
僚
件

の
理
論
、
こ
の
四
部
分
に
分
れ
る
と
見
て
、
大
過
は
な
い
。
そ
の
内
、
本
稿
に
於
て
は
、
考
察
の
範
園
を
、
始
の

二
部
分
に
限
定
す
る
。
蓋
し
、
こ
の
部
分
は
、
彼
の
立
地
理
論
会
一
瞳
の
基
礎
と
し
て
、
最
も
重
親
さ
れ
.
又
完
成

主
れ
で
も
居
る
が
た
め
に
、
こ
の
部
分
の
み
の
考
療
に
よ
っ
て
慨
に
、
否
一
層
よ
く
、
彼
の
理
論
の
本
質
を
捕
捉

し
得
る
か
ら
で
め
る
。
・
択
k
.
か
く
限
定
さ
れ
た
部
分
中
に
も
数
個
の
矛
盾
.
か
あ
り
‘
ま
た
一
般
に
ヲ

Z
1
バ
ー

の
理
論
は
難
解
を
以
て
聞
え
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
か
ら
、
考
察
に
入
る
に
先
ち
、
彼
の
理
論
を
再
構
成
し
、
そ
の
概

ナ
ン
で
あ
る

=Hロ
L
5
E
Z
F
ω
S
E
O『
E
m
F
B
=
叫

略
を
謹
ペ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
で
、
行
論
の
順
序
と
し
で
は
、
先
づ
咋
J
E
1
j
l
の
提
出
す
る
問
題
を
見
、
・
次
に
彼
炉
問
題
の
解
決
と
し

て
得
に
結
果
、
師
ち
、
理
論
の
内
容
を
通
べ
、
最
後
に
雨
者
に
劃
す
る
花
見
を
遁
べ
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
ウ
ェ

1
バ
I
の
問
題

ヲェ

1
バ

1
の
理
論
の
内
容
意
義
を
根
本
的
に
規
定
し
て
ゐ
る
の
は
、
被
の
提
出
す
る
問
題
、
及
び
、
問
題
に

罰
す
る
見
方
で
あ
る
。
即
ち
、
チ
ド

1
ネ
シ
が
一
の
完
全
な
経
梼
瞳
に
於
け
る
生
産
立
地
の
金
曜
を
問
題
と
し
た

に
劃
し
、
ヲ
ェ

1
バ

1
は
、
各
個
の
工
業
生
産
過
程
を
個
別
的
に
取
出
し
、
こ
れ
を
立
地
車
位

m
g
E
O『門注目目立件

阪
際

rド
ヤ
君
主
主

f
r
r
F
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一
定
の
場
所
へ

と
講
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
立
地
車
位
が
一
定
の
場
所
を
立
地
と
す
る
|
彼
の
表
現
に
よ
れ
ば
、

指
向
す
る

i
の
は
、
そ
の
場
所
が
立
地
単
位
に
他
の
場
所
以
上
の
利
益
を
供
す
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
は
、
そ
の
供
す
る
利
盆
に
よ
っ
て
立
地
単
位
を
牽
引
す
る
と
見
、
こ
切
利
益
を
立
地
問
子

m
S
E
E

2
S
P
E
2
と
稗
す
る
。
そ
の
結
果
、
彼
の
立
地
理
論
は
、
各
個
の
立
地
車
位
に
劃
す
る
立
地
因
子
の
作
用
を
明

か
に
す
る
も
の
と
な
る
ポ
従
っ
て
、
立
地
の
立
地
因
子
に
劃
す
る
反
作
用
を
捨
象
す
る
こ
と
は
、
言
を
侯
た
ぬ
。

次
に
、
保
ら
ぱ
、
調
ふ
所
の
立
地
単
位
・
立
地
白
子
と
は
如
何
な
る
内
容
の
も
の
か
。
こ
れ
が
貫
質
的
規
定
の

如
何
に
よ
っ
て
、
理
論
の
性
質
、
内
容
、
意
義
何
れ
色
著
し
く
相
違
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
ク
ェ

1
バ

1
は
、
準
ん

さ
、
こ
の
拙
に
入
っ
て
、
下
の
加
〈
港
べ
る
。

立
地
軍
位
と
し
て
は
、
一
種
の
製
品
を
作
出
す
る
工
業
生
産
過
程
を
採
る
。
そ
し
て
、
一
種
の
製
品
と
云
ふ
意

味
は
、
盤
密
に
解
稗
す
る
。
詳
言
す
れ
ぽ
、
品
質
に
上
下
を
匡
別
し
得
る
も
の
は
、
同
種
で
な
く
、
別
個
の
立
地

車
位
で
あ
り
、
各
々
濁
自
の
性
質
に
従
っ
て
指
向
す
る
も
の
と
見
る
の
で
あ
る
。
所
で
、
立
地
畢
位
は
、
単
純
な
、

即
ち
獅
立
の
一
生
産
過
程
よ
り
な
る
も
の
と
、
複
雑
立
、
即
ち
、
多
敏
生
産
過
程
の
複
合
よ
り
な
る
も
の
と
に
分

れ
る
。
併
し
、
ク
ェ

l
バ

1
の
や
う
に
、
各
個
の
立
地
単
位
に
劃
す
る
立
地
因
子
の
作
用
佐
見
る
と
云
ム
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
前
者
に
閲
す
る
理
論
は
、
後
者
の
そ
れ
を
も
包
踊
す
る
。
何
故
と
云
ふ
に
、
後
者
が
技
術
上
・
経
済

上
敷
佃
の
部
分
に
分
離
す
る
可
能
性
が
ゐ
れ
ば
、
各
部
分
を
そ
れ
介
¥
猫
立
の
立
地
単
位
と
し
、
分
離
す
る
可
能

性
が
な
け
れ
ば
、
会
韓
e

伊
二
個
の
大
な
る
立
地
車
位
と
見
て
行
け
ば
よ
い
か
ら
。
従
っ
て
、
立
地
鼠
位
は
‘
常
に

一
個
の
車
純
な
工
業
生
産
過
程
で
あ
る
。

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
エ

I
パ
!
の
工
業
主
地
珪
論
に
づ
い
て

第
三
十
三
巻
、

第
一
貌

一
一 ， 
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ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
品

1
パ
1
の
主
業
立
地
理
論
に
つ
い
て

第
三
十
=
一
巻

第

務

一一四

一一四

他
面
、
立
地
因
子
'
と
し
て
作
用
す
る
利
盆
は
、
一
定
の
場
所
l
一
層
精
確
に
云
へ
ば
、
一
定
性
質
を
且
(
へ
七
地

勤
l
の
供
す
る
費
用
の
簡
約
で
あ
り
、
そ
の
場
所
に
於
い
て
生
産
を
他
の
場
所
よ
り
も
少
い
費
用
で
賀
行
し
得
る

可
能
性
で
あ
ふ
o

従
っ
て
、
立
地
因
子
を
決
定
す
る
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
工
業
生
産
過
程
の
賀
行
に
必
要
な
費
用
を

そ
の
組
成
要
素
に
分
解
し
、
こ
れ
ら
要
素
の
内
立
地
の
如
何
に
よ
っ
て
相
違
す
る
も
の
の
み
を
取
出
す
と
云
ふ
手

韻
を
採
れ
ば
よ
い
。

併
し
ク
ェ

1
バ

1
は
、
炉
か
る
立
地
図
子
全
部
の
作
用
を
一
律
に
見
る
の
で
は
な
く
て
、
種
々
の
観
拙
か
ら

立
地
問
子
の
類
別
b
d
什
び
、

F
E
の
一
部
位
向
埴
外
に
置
き
、
又
問
題
と
す
る
に
し
て
も
、
取
扱
方
ト
h

差
異
を
附
す

る
。
即
ち
、
先
づ
、
考
察
を
総
べ
て
の
工
業
生
産
過
程
に
遇
じ
て
存
在
す
る
一
般
因
子
の
み
に
限
定
し
、
ぞ
の
作

用
に
闘
す
る
一
般
法
則
を
樹
立
す
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
任
意
の
工
業
生
産
過
程
の
分
析
に
よ
っ
て
常
に
認
め
て
得

る
因
子
し
か
取
扱
は
十
、
特
定
の
過
程
に
限
っ
て
現
は
れ
る
特
殊
問
子
の
作
用
の
吟
味
は
、
こ
れ
を
現
買
的
理
論

に
委
ね
る
。
衣
に
、
一
般
因
子
守
あ
っ
て
も
、
固
定
資
本
の
償
却
喪
、
利
子
等
の
や
う
に
、
地
貼
に
よ
っ
て
さ
ま

で
相
違
し
な
い
も
の
は
除
外
す
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
注
意
を
要
す
る
の
は
、
ウ
ェ

1
j
ー
が
、
気
候
・
利
幸
等

の
黙
で
著
し
〈
相
違
す
る
部
分
を
包
括
す
る
、
世
界
経
梼
の
一
'
却
さ
c

大
嬬
棒
轄
を
見
ゃ
、
調
野
を
大
時
国
民
解
梼
の

範
圏
内
に
於
け
る
立
地
図
子
に
限
っ
て
居
る
こ
主
、
従
っ
て
、
そ
の
理
論
も
大
韓
国
民
経
済
の
範
園
内
に
於
け
る

指
向
を
明
か
に
す
る
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
立
地
因
子
中
、
純
世
曾
的
事
賓
に
属
す
る
利
子

の
如
き
は
.
問
題
外
に
置
〈
。

更
に
、
問
題
と
す
る
立
地
因
子
を
、
そ
の
作
用
の
性
質
ぞ
標
準
と
し
て
、
地
直
的
因
子
河
内
町
一

oEFEc--
と
集

Theorie， S. 16 
Theorie， S. 10町，

Theorie， S. 18/9・
Theorie， S. 28百.
Theorie， S. 20 
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積
・
分
散
因
子
〉
m
m
-
c
E
2
5〈・
1

己
・
口
町
吃
。
弓
凸
門
戸
円
一
〈
F
E
D
「
こ
の
二
種
に
分
類
す
か
れ
前
者
は
、
岸
産
を
一
地
理

的
に
特
定
し
た
地
開
へ
指
向
せ
し
め
る
因
子
で
あ
っ
て
、
原
料
の
(
産
地
に
於
け
る
)
債
格
、
原
料
・
生
産
物
の
蓮

設
費
、
M

労
働
品
質
の
三
唱
J

炉
、
こ
れ
に
属
す
る
。
所
で
、
こ
の
内
、
先
づ
、
原
料
債
格
の
相
違
は
、
運
活
費
の
相
違

と
見
倣
し
て
、
除
外
V
、
衣
に
、
蓮
謹
費
佐
立
地
決
定
の
根
本
因
子
と
見
、
勢
働
費
は
単
に
蓮
設
費
に
よ
っ
て
定
ま

っ
た
立
地
の
偏
侍
ロ
戸
丘
E
t
c
-

を
生
ぜ
し
め
る
に
止
ま
る
と
す
る
。
こ
れ
に
封
し
、
後
者
は
、
地
駐
の
如
何
を
問

一
般
に
、
生
産
過
程
を
一
知
に
集
中
或
は
多
数
の
駐
に
分
散
せ
し
め
る
悶
子
炉
}
指
し
、
上
遮
の
三
種
を
除

十
J
h

ム
V

、

く
一
般
閃
子
の
純
一
べ
て
を
包
括
し
、
地
医
的
凹
子
に
よ
っ
て
定
ま
つ
に
主
地
ぞ
更
に
偏
侍
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

立
地
問
子
を
か
や
う
い
し
決
定
曲
目
分
類
す
る
結
果
、
内
ノ

z
l
〆

I
の
↑
過
程
よ
り
な
る
工
業
生
産
に
閣
ず
る
立
地

理
論
は
、
基
礎
的
な
蓮
活
指
向
論
、
偏
比
川
ぞ
取
扱
ふ
州
労
働
指
向
論
、
集
積
・
分
散
論
、
以
上
三
段
に
分
れ
る
ο

併

し
、
集
積
閃
子
は
、
一
方
、
性
質
か
ら
見
て
二
生
産
過
程
を
他
の
過
程
と
の
湾
関
に
於
い
て
把
握
す
忍
場
合
、
即

ち
、
複
雑
な
立
地
過
程
に
つ
い
て
始
め
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
気
候
・
利
率
等
と
等
し
〈
作
用
の

程
度
が
地
区
的
凶
子
と
異
な
る
。
そ
の
結
果
、
集
積
論
は
、
運
門
誌
指
向
論
、
身
働
指
向
論

t
は
別
個
の
理
論
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
従
っ
て
、
始
め
に
限
定
し
た
範
聞
か
4

守
る
と
す
れ
ば
、
運
送
・
勢
働
雨
指
向
論
の
内
容
の
み

を
見
れ
ば
よ
い
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
大
要
は
、
択
の
如
〈
で
あ
る
。

三
J
-
、

運

謹

指

向

論

運
法
柑
向
に
於
い
て
は
、
消
費
地
・
原
料
供
給
地
・
労
働
地
(
工
業
作
業
地
)
の
三
地
貼
が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ア
ル
フ
レ
ッ

v
・
ウ
ェ

I
バ
ー
の
工
業
立
地
理
論
に
ヲ
い
て

第
三
十
三
巻

五

第

披

一
一
五
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ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
エ

1
パ

1
の
工
業
立
地
理
論
に
つ
い
て

第
一
競

7z 

第
三
十
三
巻

一
一
六

そ
れ
で
、
先
づ
、
孤
別
法
『
白
色
2
2
L巾
玄
2
r
o号
に
よ
り
工
業
立
地
の
み
を
問
題
と
す
る
立
場
か
ら
、
工
業

立
地
郎
ち
捺
働
地
の
位
置
の
み
を
未
定
と
し
、
消
費
地
・
原
料
供
給
地
は
、
何
れ
も
位
置
が
定
ま
り
、
一
定
の
生

産
物
或
は
原
料
を
、
一
定
の
債
格
で
需
要
或
は
供
給
す
る
も
の
と
前
提
す
る
。
衣
に
、
勢
働
地
の
位
置
は
惜
労
働
費

の
額
に
何
ら
影
響
し
な
い
と
す
る
。
第
三
に
、
官
初
に
は
、
問
題
を
筒
車
に
す
る
た
め
に
、
蓮
法
費
は
距
離
・
重

量
の
み
に
よ
っ
て
定
去
り
、
又
持
働
地
と
消
費
地
・
原
料
供
給
地
聞
の
蓮
迭
が
直
線
的
に
行
は
れ
る
も
の
と
限
定

す
る
。か
か
る
前
抗
の
ド
に
於
い
一
、
工
業
立
地
は
加
刊
な
る
場
所
~
惜
旬
ず
る
で
あ
ら
う
か
り
勿
論
、
立
地
は
運
活

費
制
最
小
額
ぞ
示
す
地
軸
に
定
ま
る
。
こ
の
地
馳
を
蓮
詰
立
地
、
運
迭
立
地
へ
指
向
す
み
こ
と
を
蓮
迭
指
向
と
云

ふ
。
こ
の
名
講
に
つ
い
て
は
、
少
し
く
注
意
し
て
置
く
必
要
が
あ
一
る
。
即
ち
、
先
づ
、
蓮
迭
指
向
と
は
、
正
確
に

云
へ
ば
、
運
港
事
情
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
何
ら
他
の
事
情
の
影
響
を
受
け
な
い
指
向
を
一
耳
ふ
。
従
っ
て
、
後
通
の

遁
在
物
の
み
を
原
料
と
す
る
生
産
の
立
一
地
の
や
う
に
、
運
送
の
全
然
行
は
れ
な
い
場
合
必
も
也
合
し
、
他
方
や
は

り
蓮
港
事
情
に
支
配
さ
れ
る
持
働
指
向
V
除
外
す
る
。
き
て
、
然
ら
ば
、
如
何
な
る
地
開
に
於
い
て
運
迭
費
一
か
最

小
に
な
る
か
。
こ
れ
に
謝
し
て
根
本
的
な
影
響
を
及
ぽ
す
の
は
、
先
づ
原
料
の
産
出
状
況
に
よ
る
相
達
、
何
虞
を

立
地
と
し
て
も
常
に
立
地
に
存
在
す
る
遍
在
物

d
E
古
一
言
と
、
特
定
地
賠
に
限
っ
て
産
出
す
る
地
方
原
料
一

cr

]
討
を
斥
富
山
内

2
2
7と
の
差
異
で
あ
る
。
こ
の
差
異
が
如
何
に
影
響
す
る
か
を
見
る
に
、
遍
在
物
の
み
し
か
使
用
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
極
め
て
筒
寧
で
、
消
費
地
が
直
ち
に
立
地
と
な
る
。
何
故
と
云
ふ
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
蓮
議

費
が
全
部
節
約
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

j"hcnrie， s. 40・49，r:ì rundri~~! 5， 6~ ， 6J:j 
¥Vegner， Die Arbeitsùr i<.:~ntïernn.Q" al; Standort::iflkl:or 
rJahrb. f. Nationalo. u.討t.，11仁Folge，78 Ud，.， S. 167) 
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こ
れ
に
封
し
、
地
方
原
料
が
l
車
濁
に
、
或
は
遍
在
物
と
共
に
l
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
や
や
複
雑
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
地
方
原
料
の
各
供
給
地
消
費
地
を
結
ぶ
と
、
使
用
さ
れ
る
地
方
原
料
の
種
類
よ
り
一
個
だ
け
多
い
稜

を
有
す
る
立
地
形

ω
S
E
C
E
R
Z「
営
得
る
。
こ
の
立
地
形
の
各
碇
地
方
原
料
産
地
・
消
費
地
!
は
、
各
々
そ

の
分
力
開
C

B
勺
C
ロ
巾
口
門
の
強
さ
|
各
稜
と
立
地
と
を
結
ぶ
線
上
ル
バ
移
動
寸
芯
重
量
、
詳
言
す
れ
ば
、
各
産
地
は
そ

の
供
給
す
る
原
料
の
重
量
、
消
費
地
は
製
品
重
量
l
で
立
地
を
牽
引
し
、
ぞ
の
力
の
平
衡
即
ち
相
封
的
闘
係
に
よ

引

っ
て
立
地
が
定
ま
る
の
で
め
る
。
然
る
に
、
か
か
る
牽
引
力
の
相
劉
的
関
係
は
、
原
料
の
性
質
如
何
に
よ
っ
て
、

著
し
く
相
違
す
る
。
即
ち
、
先
づ
、
遍
在
物
重
量
は
消
費
地
分
力
に
始
め
て
現
は
れ
る
。
次
に
、
地
方
原
料
は
純
原

料

H
E
E
E
2と
と
重
量
喪
失
原
料
。

2
E
H片山〈ミ
7
2
ォ

5
r戸
山
]
に
分
れ
る
。
そ
し
て
、
前
者
は
ァ
ぐ
の
賞
最
が

全
部
生
産
物
中
に
残
存
し
、
従
っ
て
、
産
地
分
カ
・
精
費
地
分
力
伺
れ
に
も
同
様
に
現
は
れ
る
に
封
し
、
後
者
は
、
生

産
過
程
中
に
於
い
て
重
量
の
幾
分
を
械
中
る
の
み
の
製
材
原
木
か
ら
、
何
ら
生
産
物
中
に
重
量
ヤ
獲
さ
な
い
動
力

材
料
の
如
き
ま
で
、
程
度
に
は
大
差
が
め
る
が
、
そ
の
喪
失
す
る
重
量
は
単
に
産
地
分
力
を
強
め
る
許
り
で
あ
る
。

か
や
っ
に
畳
引
力
の
相
封
的
闘
係
ぞ
明
か
に
す
れ
ば
、
立
地
形
内
ド
於
け
る
立
地
の
位
置
は
‘
作
圃
そ
の
他
の

方
法
に
よ
っ
て
具
瞳
的
に
決
定
し
得
る
許
ち
で
な
く
、
突
の
如
き
一
般
法
則
を
も
定
立
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

二
)
、
消
費
地
・
原
料
産
地
の
内
、
何
れ
に
近
〈
立
地
が
定
ま
る
か
を
決
す
乙
の
は
、
遍
在
物
重
量
と
重
量
市
問
失

と
の
比
、
或
は
こ
れ
が
数
的
表
現
七
る
原
料
指
数
冨
と

g
巴
E
R
で
あ
り
、
原
料
指
向
の
場
合
、
何
れ
の
原
料
産

地
に
近
〈
定
ま
る
か
を
決
す
る
の
は
原
料
指
敷
の
組
成
で
あ
る
。
何
故
と
一
耳
ふ
に
、
純
原
料
は
消
費
地
分
力
・
産
地

分
刀
双
方
に
同
等
に
作
用
す
る
に
謝
し
、
遍
在
物
は
消
費
地
分
力
に
始
め
て
現
は
れ
、
重
量
喪
失
部
分
は
産
地
分

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
エ

l

〆
l

D
工
業
立
地
理
論
に
ヲ
い
て

七

第
三
十
一
ニ
巻

第
一
時
前

七
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ア

ル

フ

レ

ヴ

r
・
ウ
エ

1
パ
ー
の
工
業
立
地
理
論
に
つ
い
て

第
三
十
三
巻

第
一
波

j¥. 

i¥. 

力
の
み
や
強
め
る
か
ら
で
あ
る
。

(
二
)
、
原
料
指
向
の
場
合
、
一
原
料
産
地
に
指
向
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
供
す
る
原
料
の
重
量
喪
失
が
他
の
あ

ら
ゆ
る
原
料
(
遁
在
物
を
も
合
h
U
)

の
緯
和
以
上
な
る
こ
と
を
要
す
る
。

(
三
)
、
之
に
反
し
、
消
費
地
指
向
は
遁
在
物
重
量
が
重
量
喪
失
に
等
し
い
か
、
遍
在
物
の
使
用
及
び
重
量
喪
失

何
れ
も
存
在
し
な
い
場
合
に
生
や
る
。
何
故
と
一
五
ふ
に
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
消
費
地
分
力
は
原
料
産
地
分
力
の

総
和
に
等
し
〈
、
運
設
授
の
最
小
な
拙
は
明
」
仰
に
消
設
地
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ご
の
結
果
は
、
週
詑
措
ド
、
』
一
山
孟
距
離
以
外
、
克
に
、
原
料
ゆ
製
品
の
腐
版
性
そ
の
他
局
性
質
、
運
送
路
・
謹

選
機
開
の
相
違
等
が
影
響
す
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
何
ら
原
理
的
建
化
を
示
さ
な
い
。

三

ノ

ニ

、

持

働

指

向

論

工
業
立
地
は
、
現
買
に
於
い
て
は
、
常
に
勢
働
地
で
あ
る
d

そ
し
て
、
現
賓
の
崎
労
働
地
を
見
る
に
、
勢
働
能
率
・

勢
賃
の
高
低
が
影
響
す
る
結
果
、
同
一
生
産
過
程
で
あ
っ
て
も
、
ぞ
の
貫
行
に
必
要
な
勢
働
費
は
場
所
に
よ
っ
て

可
成
り
若
し
〈
相
違
す
る
。
運
送
指
向
論
に
於
い
て
無
現
し
た
こ
の
相
違
の
作
用
を
認
め
た
場
合
、
工
業
立
地
は

如
何
な
る
場
所
へ
指
向
す
る
か
。
崎
労
働
指
向
の
結
果
た
ろ
立
地
は
運
逸
立
地
ー
と
如
何
な
る
聞
係
に
立
っ
か
。

ヲ
ェ

1
バ

I
は
、
こ
の
問
題
を
論
じ
て
、
大
要
次
の
却
〈
に
云
ふ
。

先
づ
、
融
労
働
費
の
相
違
の
作
用
の
性
質
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
要
す
る
が
、
概
拍
的
に
遁
べ
れ
ば
、
こ
の
相
違

が
作
用
す
れ
ば
、
有
利
な
崎
労
働
地
は
、
立
地
を
牽
引
す
る
の
で
あ
る
u

そ
し
て
、
か
か
る
勢
働
地
は
各
所
に
賠
在
レ

そ
の
牽
引
は
接
近
的
で
な
く
、
交
代
的
で
あ
る
。
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き
て
、
有
利
な
勢
働
地
の
牽
引
が
賞
現
す
る
や
否
や
は
、
運
港
立
地
か
ら
こ
の
地
賠
へ
偏
侍
す
る
こ
v
ど
を
原
因

と
し
て
生
中
る
蓮
迭
費
の
増
加
額
と
、
M
労
働
地
の
帥
労
働
費
節
約
額
と
の
閥
係
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
勿
論
、
後
者
の

方
が
大
き
い
場
合
に
限
っ
て
、
牽
引
が
起
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
間
係
を
明
瞭
に
す
る
に
は
、
偏
崎
に
基

づ
く
蓮
珪
費
増
加
額
の
等
し
い
地
貼
を
蓮
結
し
て
、
蓮
選
立
地
を
中
心
と
す
る
等
線
回
目
C

己主
E
2
を
描
ぃ
。
す

石
と
.
得
働
地
は
、
運
詰
費
増
加
が
、
正
に
そ
の
勢
働
費
節
約
額
に
よ
っ
て
償
は
れ
る
こ
と
を
』
不
す
等
線
l
決
定

等
線
一
日
円
一
月

r
r
c含
℃

E
n

の
内
部
に
あ
る
場
合
に
限
h
、
生
産
ぞ
牽
引
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
場
合
、
等
綜
闘
の
間
隔
は
、
山
述
詑
5
れ
る
重
量
及
び
一
連
片
山
叫
・
殺
の
増
加
額
に
反
比
例
す
る
。
究
に
、
持
働
地

は
、
そ
の
附
託
に
蓮
詑
立
地
が
多
け
れ
ば
多
い
七
け
、
去
に
ぞ
の
掛
働
品
質
節
約
杭
い
か
大
き
く
、
従
っ
て
u

等
線
組

織
中
に
於
い
て
決
定
等
線
が
外
方
に
あ
れ
ば
あ
る

rけ
、
多
〈
の
生
産
?
牽
引
す
ふ
o

白
川

7

ぞ
の
結
果
、
勢
働
指
向
の
成
不
H

・
多
少
を
決
す
る
も
の
?
と
し
て
、
下
の
如
く
、
生
産
過
程
に
属
す
る
閃
子
二
、
環
匂
n
A
U

5
出

h

境

事

情

に

属

す

る

因

子

二

を

得

る

。

叫

一

一

問

的

-
u
u
n
 

(
一
)
、
偏
侍
の
結
果
と
し
て
蓮
迭
を
要
す
る
重
量
は
、
運
透
費
増
加
額
、
従
っ
て
ま
た
等
線
の
間
隔
を
決
定
す
る
。
問
。
伽

G
札

h

所
で
、
こ
の
重
量
|
立
地
重
量

ωZED--有

2
一
円
定
は
、
明
か
に
、
既
記
の
原
料
指
数
に
比
例
し
、
地
方
原
料
電
量
叫
旧
与
州

と
製
品
重
量
と
の
和
で
あ
る
。
勿
論
、
同
一
連
選
立
地
に
つ
い
て
も
、
偏
待
に
よ
る
運
設
費
の
増
加
は
、
原
料
指
数

a
s
n
y

の
組
成
が
作
用
す
る
結
果
、
方
向
に
よ
っ
て
異
な
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
些
少
の
麗
化
を
生
ぜ
し
め
る
に
止
ま
九
。
説
法

h
h
n
h
 

(
ニ
)
、
立
地
重
量
に
調
立
す
る
の
は
、
等
線
組
織
中
に
於
け
る
決
定
等
線
の
位
置
を
定
め
る
持
働
地
の
勢
働
費

T
T
G
T

2
3
4
5
 

用
節
約
額
で
あ
る
。
そ
の
賢
際
額
は
、
経
験
に
徴
し
て
知
る
外
な
い
け
れ
E
も
、
明
か
に
勢
働
費
指
数

r

z

r

3

3

3

3
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ア

ル

フ

レ

ヴ

γ
・
ウ
エ

1
パ
ー
の
士
業
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O
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宮
山
広
三

E
2
i製
品
重
量
営
h
勢
働
費
ー
に
よ
っ
て
ち
相
違
す
る
。
故
に
、
勢
働
費
指
数
は
、
各
工
業
が
有
刺

な
融
労
働
地
へ
牽
引
き
れ
る
程
度
を
示
す
一
指
標
で
あ
る
。

(
三
)
、
従
っ
て
、
賓
際
の
偏
情
性
は
、
決
定
等
親
の
位
置
を
決
す
β

弊
働
費
営
、
等
線
組
識
h
T
規
定
す
る
立
地

重
量
で
除
し
た
商
1
1
持
働
係
数
〉
『
宮
古
百
円
「
『
一
N

万
三
|
で
表
現
さ
れ
る
。

(
四
)
、
併
し
、
こ
の
偏
侍
性
が
具
開
化
す
る
程
度
は
、
各
労
働
地
の
勢
働
能
率
・
勢
賃
の
具
購
的
な
大
い
き
|

こ
れ
は
理
論
の
問
題
で
は
な
い
|
以
外
、
等
線
の
間
隔
を
決
す
る
一
般
運
送
費
水
準
、
及
び
、
州
労
働
地
附
近
の
蓮

遺
立
噌
数
を
失
ず
る
主
釜
密
支
、
こ
乃
一
二
噴
境
岡
崎
件
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
勿
論
、
運
設
費
水
準
ー
が
低
く
市
生
産
密

度
の
高
い
場
合
、
叫
労
働
指
向
が
多
い
の
で
あ
る
。

目
、
批

事l

以
上
の
筒
車
な
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
っ
て
も
既
に
認
め
ら
れ
る
通
り
、
ク
ヱ

1
バ

1
は
、
そ
の
工
業
立
地
理
論
に
於

い
て
、
従
来
殆
ん
ど
看
過
さ
れ
て
ゐ
た
問
題
を
取
上
げ
、
徹
底
せ
る
見
地
か
ら
周
到
な
分
析
を
行
ひ
、
多
数
の
注

意
す
べ
き
結
果
を
示
し
た
。
し
か
も
な
ほ
、
彼
の
理
論
中
、
誤
認
又
は
不
充
分
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
に
、
突
の
諸

酔
却
が
あ
る
。
上
の
叙
過
の
順
序
に
従
ひ
、
彼
の
問
題
提
出
法
に
関
す
る
方
面
か
ら
遁
ぺ
て
行
か
う
。

(
一
)
、
立
地
理
論
が
相
関
蓮
す
る
事
物
e

伝
統
一
的
に
説
明
す
る
異
の
理
論
で
あ
り
得
る
た
め
に
は
、
一
の
完
全

な
経
済
睦
に
於
け
る
各
種
の
生
産
部
門
は
勿
論
、
他
の
流
通
消
費
等
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
行
震
の
立
地

ぞ
同
時
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
従
っ
て
、
ク
ェ

l
f
1
の
や
う
に
各
個
の
生
産
過
程
の
立
地
を
個
別
的
に

取
扱
ふ
場
合
に
は
、
理
論
的
研
究
ぞ
決
し
て
貫
徹
し
得
な
い
。
勿
論
か
か
る
分
析
的
理
論
が
無
用
な
需
で
は
な
〈
、
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も
と
す
れ
ば
薄
弱
皮
暦
な
概
括
論
に
流
れ
ん
と
す
る
綜
合
理
論
に
、
堅
買
な
基
礎
と
豊
富
な
内
容
と
を
輿
え
る
も

の
と
し
て
、
大
い
に
隼
重
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
同
時
に
ぞ
の
到
達
し
得
る
限
界
は
明
か
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ク

L
1
j
l
は
可
成
り
甚
し
く
、
こ
の
限
界
セ
看
過
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

(
ニ
)
、
ま
た
、
ヲ
ェ

l
j
l
は
、
車
に
原
料
の
(
産
地
に
於
け
る
)
債
格
、
運
送
費
、
勢
働
費
な
る
三
立
地
図
子

を
選
制
押
し
、
そ
の
作
用
に
つ
い
て
演
緯
的
推
論
争
-
行
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
の
理
論
は
、
彼
自
ら
の
云
ふ
や

う
に
明
瞭
に
、
現
買
の
如
何
な
る
工
業
立
地
を
も
説
明
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
資
本
主
義
的
同
民
寵
携
の
内
部
じ

を
T
'
J
Z
B
り
定
月
期
王
平
っ
こ
わ
二
、
極

D
E
、
宵
カ

σまルち乃アるQ
さ=〉、し」

方
t
y
一
」
訓
〈
f-=言4回
f
一型

7
Lふ
?
i
l
l
'
1正
b
.

一ノ

J
F
Z
l
t
z
t
E
7
J
一一

i
l
-
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a
-
-
d
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ノ

『

、

〉

、
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〉

占
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ノ

三

'
M
L
-

ノ
【
-
恥
人
、
ト
止
、
ノ
町
正
、
同
》
」

hth二
、
、
，
J
-
h
え
守
み
ク
ニ

3
h
'》
。

が
住
促
を
干
J
F
Z
仁
』
、
3
2
4
b
n
t
L
マ
カ
カ

F
J
0
3
f
i
-
-
h
q
o
n
r一
川
市
じ

t
v
j
J
U
官
官
3
1
h
f
G
4
4

蓋
し
、
彼
は
一
八
六
一
年
以
来
の
ド
イ
ヅ
経
済
開
の
賓
誼
的
研
究
に
よ
っ
て
、
現
貴
仁
有
力
な
影
響
を
及
ぽ
す
因

子
炉
}
捕
捉
し
、
そ
の
作
用
を
徹
底
的
に
追
及
究
明
し
て
、
簡
明
な
法
則
を
樹
立
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

失
に
、
運
迭
指
向
論
、
勢
働
指
向
論
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
如
何
。

(
三
)
、
運
迭
指
向
論
に
一
過
在
物
・
重
量
喪
失
な
る
二
概
念
を
導
入
し
七
こ
と
は
、
ク
ェ

1
j
1
の
最
大
貢
献
の

一
で
あ
る
が
、
そ
の
意
義
作
用
に
つ
い
て
は
、
可
成
り
重
要
な
訂
正
を
要
す
る
。
卸
ち
、
先
づ
、
遍
在
物
は
、
一

方
に
於
い
て
、
如
何
な
る
地
貼
に
於
い
て
も
常
に
同
一
一
保
件
l
特
に
同
一
信
格
|
で
得
ら
れ
る
原
料
に
限
h
、
他

特
に
於
い
て
、
同
一
僚
件
で
得
ら
れ
る
限
り
、
天
産
物
以
外
の
原
剤
、
例
へ
ば
、
専
買
の
行
れ
て
ゐ
る
場
合
に
於

げ
る
加
里
原
料
た
る
臨
の
如
き
を
も
‘
包
含
し
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
究
に
、
遍
在
物
は
そ
の
金
重
量
を
日
て
消

費
地
分
力
を
強
め
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
生
産
物
中
に
残
存
す
る
重
量
で
強
め
る
に
止
ま
る
。
従
っ
て
、
ク
エ
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1
f
ー
が
翠
に
地
方
原
判
に
つ
い
て
の
み
注
意
を
梯
っ
て
ゐ
る
重
量
喪
失
は
、
遍
在
物
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
意

義
を
有
す
る
の
で
あ
る
ポ

(
四
)
、
ヲ
ェ

1
バ

1
の
運
送
措
向
論
の
眼
目
と
も
云
ふ
べ
き
原
料
指
蚊
は
、
消
費
地
・
各
原
料
産
地
の
相
調
的

牽
引
力
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
特
別
な
場
合
ぞ
除
き
、
立
地
の
位
置
の
大
時
を
瓶
雑
に
示
寸
許
hJ
で、

精
密
に
は
指
示
し
得
な
い
。
彼
は
、
原
料
指
数
の
指
定
と
違
っ
た
立
地
の
生
中
る
場
合
ル
ス
偶
然
的
事
責
に
遁
ぎ

な
い
と
過
べ
て
ゐ
る
け
れ
ど
色
、
か
か
る
見
解
を
探
れ
ぽ
、
あ
ら
ゆ
る
立
地
棉
ペ
て
を
偶
然
の
結
果
と
見
な
け
れ

ぽ
な
ら
や
、
立
地
に
閥
す
る
一
般
法
則
の
定
主
改
不
可
棺
に
な
る
?
あ
ら
う
削

(
玉
)
、
ク
ェ

1
j
1
は
、
州
労
働
指
向
の
強
度
と
多
少
と
を
混
同
し
て
ゐ
る
。
彼
の
や
う
に
、
単
純
な
一
生
産
過

程
の
指
向
を
問
題
と
す
れ
ば
、
前
者
の
み
が
意
味
を
持
ち
、
後
者
は
問
題
外
の
事
項
で
あ
る
。

(
六
)
、
蓮
迭
指
向
に
於
け
る
原
料
指
数
と
等
し
〈
、
一
労
働
係
教
は
、
持
働
指
向
の
程
度
を
示
す
指
標
と
し
て
、

重
要
な
意
義
守
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
.
こ
れ
ま
た
精
確
な
指
標
で
は
な
い
。
何
故
と
一
五
ふ
に
、
勢
働
係
教
が
正
し

い
た
め
に
は
、
立
地
重
量
が
建
港
費
e

細川}精密

ι
代
表
す
る
こ
と
‘
偏
情
に
基
づ
〈
運
迭
費
の
増
加
が
、
方
向
の
加

何
に
拘
ら
や
、
常
に
等
し
い
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
等
線
が
固
形
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
前
提
が
現
買
に
成
立
す

る
こ
と
を
要
す
る
。
然
る
に
、
こ
の
二
前
提
は
、
大
間
な
ら
ば
と
も
か
く
、
精
密
に
は
存
在
し
て
ゐ
な
い
か
ら
で

あ
る
。
従
っ
て
、
一
勢
働
係
数
も
亦
、
撃
に
大
ま
か
な
尺
度
だ
る
に
止
ま
ム
。

向
、
原
料
産
地
の
撰
叫
帯
、
持
働
指
向
に
伴
な
ふ
原
料
産
地
の
韓
塩
舎
に
閲
す
る
ヲ
ェ

1
バ

1
の
所
論
に
も
、
議
す

べ
き
個
所
は
少
く
な
い
っ
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
最
密
に
云
へ
ば
、
車
純
な
工
業
生
車
内
過
程
の
立
地
理
論
の
問
題

42) Engiander， a. a. O. S. 44.6. 
43) Theorie， S. 64， 65 
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Indu，tr出n.(Archiv f. Sozialw. u. Sozialp.， XXX. Bd.， S. 766/7・)
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で
は
な
い
か
ら
、
こ
〉
で
は
言
及
し
な
い
。

五
、
結

言

一
般
に
生
産
立
地
の
決
定
が
土
地
な
る
生
産
手
段
の
各
生
産
へ
の
分
配
で
あ
る
こ
ん
}

を
明
か
に
し
て
、
立
地
理
論
の
根
本
問
題
全
解
決
し
、
ま
に
、
自
己
の
経
験
に
材
料
を
仰
い
で
、
各
種
農
業
生
産

の
立
地
を
具
瞳
的
に
決
定
し
た
詐
り
で
な
〈
、
雨
者
に
蓮
絡
を
奥
え
る
も
の
と
し
て
.
生
産
の
性
質
と
そ
の
指
向

と
の
関
係
を
明
か
に
す
る
法
則
を
も
定
立
し
七
。
併
し
、
チ
ュ

γ、
耳
ン
の
法
則
は
、
そ
の
前
提
に
件
な
ふ
制
約
の

た
め
に
、
現
買
に
於
け
る
立
地
の
説
明
に
は
借
り
役
立
に
な
い
。
こ
の
快
陥
を
補
は
ん
と
金
闘
し
だ
の
炉
、
ク
ー
ー

7
ヘ
ノ
・
〉

o
n
μ

コ
、
?
止
。
、
キ
」
為
、
ト
仁
三
K
1
J
一

げ

μ
H
1
こ
1
3
‘「」

uEt
こ
コ
、

7
、
レ
ヒ
区
ι
、f
E時
主
:
・
)
白
丑
滝
川
J

E

〉

ノ

1
1
1
3
2

由
匂

J

b

Z

一
1

ノ

J
い
正
一
日
比
じ
一
点
目
日
」
?
〈
一
事
P

M

4

L

，
正
一
五
M
G
巾
ド
宅
1
5ペ
O
羽
山
川
正
川
ー

ι
C

関
係
を
説
明
す
る
法
則
の
定
立
を
、
唯
一
の
課
題
と
し
た
。
そ
し
て
、
上
に
述
べ
た
や
う
な
弱
貼
を
有
し
、
殊
に

彼
の
目
標
た
る
普
遍
的
法
則
の
樹
立
に
は
到
蓮
し
特
な
か
っ
七
け
れ

E
も
、
現
在
の
資
本
主
義
的
岡
民
解
梼
憧
の

立
地
構
造
を
説
明
す
る
手
段
と
し
て
、
極
め
て
有
意
義
な
法
則
を
定
立
し
、
よ
く
ぞ
の
課
題
を
解
い
た
の
で
あ
る
。

か
や
う
に
、
立
地
理
論
に
重
要
な
一
部
門
を
附
加
し
た
こ
と
が
、
ク
ェ

1
バ

1
の
貫
質
的
な
貢
献
で
あ
る
。

併
し
、
か
か
る
貰
質
的
真
献
よ
り
も
夏
に
重
視
す
べ
き
は
、
彼
が
立
地
理
論
・
立
地
問
題
に
闘
す
る
注
意
を
喚

起
し
、
そ
の
研
究
を
刺
戟
し
た
こ
と
で
あ
る
。
チ
ュ

1
ネ
y
eか
軍
に
前
提
と
し
て
鋤
堂
入
れ
て
以
来
、
久
し
く
顧

み
ら
れ
中
、
殆
ん

E
荒
蕪
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
た
立
地
論
な
る
分
野
の
開
拓
を
、
自
己
の
任
務
と
し
て
行
ひ
始
め
、

爾
後
に
於
け
る
幾
多
の
理
論
的
研
究
、
具
糟
的
叙
過
の
た
め
に
苗
闘
を
作
っ
た
功
績
は
、
不
滅
で
あ
ら
う
。

こ
の
雨
様
の
意
味
に
於
い
て
、
ヲ
ェ

1
バ
ー
が
立
地
理
論
賛
遠
の
歴
史
に
一
時
期
を
劃
し
た
と
ぎ
れ
る
の
も
、

チュ

l
ネ
シ
は
、
夙
に
、

過
褒
で
は
な
い
。
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